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グランプリ

東京都下水道局

下水道の浸水対策によるストック効果の発現
～令和元年東日本台風における浸水被害の軽減に大きく貢献～

PR ポイント!

　東京 23 区では、これまで１時間 50 ミリ降雨への対応を基本として、幹線やポンプ所等の基幹
施設の増強を計画的に進めてきました。また、浸水対策事業は、施設が完成すると確実な効果が
得られますが、大規模な施設は事業効果が発揮されるまでに長い年月を要します。このため、一
部完成した区間を暫定的に稼働させるなど工夫して、施設の整備効果を早期に図る取組も進めて
きました。



　東京都下水道局では、今回紹介しましたように幹線やポンプ所等の整備により、
浸水対策事業を計画的かつ着実に進めてきました。下水道の施設整備には長い年
月と多くの事業費が必要となりますが、その成果が確実に現れています。
　一方で、近年、気候変動の影響等により、１時間 50ミリを超える降雨が増加傾
向にあり、豪雨の頻発化や台風の大型化等が懸念されています。今後も、浸水の
危険性が高い地区において重点的に施設整備を推進するほか、河川やまちづくり、
防災部署や住民等とより一層連携するなどして、浸水対策の各取組を推進し、東
京の安全 ･安心のまちづくりに貢献してまいります。
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取組の効果 !


